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東北の主な災害
平成28年　台風の動き
平成28年8月30日　台風10号による洪水被害
平成28年8月31日　高瀬川支川ニツ森川の堤防決壊
6月～8月における渇水状況
平成28年10月18日　吾妻山噴火警戒レベルを引き下げ
平成28年11月22日　福島県沖を震源とする地震による津波
平成29年２月28日　福島沖を震源とする地震

水防災意識社会再構築ビジョン
平成28年4月14日　熊本地震（TEC-FORCE活動）

平成28年3月5日　仙台湾南部海岸完成式
平成28年10月16日　津軽ダム完成式
平成28年11月13日　肘折地区土砂災害対策完了式
平成28年11月26日　栗駒山系直轄砂防事業完成式
平成29年2月25日　北上川河口部復旧・復興事業完成式
平成29年2月25日　鳴瀬川河口部復旧・復興事業完成式
平成29年3月4日　阿武隈川河口部復旧・復興事業完成式
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「東北の主な災害」

■ 8月 30日 台風10号による洪水被害
台風10号の接近に伴い、高潮が発生。本州上陸後は岩手県沿岸部で甚大な洪水被害が発生。

■ 8月 31日 高瀬川支川二ツ森川の堤防決壊
岩手県沿岸部で甚大な被害をもたらした台風10号の影響で堤防が決壊。

■ ６月～８月 少雨による渇水
子吉川水系、名取川水系で渇水対策支部を設置し、関係機関と連携して対応。

■ 10月18日 吾妻山噴火警戒レベルを引き下げ
平成26年12月12日に発表された火口周辺警報を解除。

■ 11月22日 福島県沖を震源とする地震による津波
平成23年３月11日東日本大震災以来の津波警報発令。

■ 2月 28日 福島県沖を震源とする地震
平成28年11月22日以来の震度５弱の地震が発生。

Tohoku in 2016.

高瀬川支川二ツ森川の堤防決壊

台風10号による洪水被害

台風10号による高潮

吾妻山噴火警戒レベル引き下げ

福島県沖を震源とする地震による津波

福島県沖を震源とする地震

津軽ダム完成式

栗駒山系完成式

仙台湾南部海岸完成式

鳴瀬川河口部完成式

阿武隈川河口部完成式

北上川河口部完成式

肘折地区完了式

完成式
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東北全般 平成28年　台風の動き

次々と日本列島を襲った台風。

台風の上陸状況

６つの台風が日本列島に上陸。
　今年は台風１号の発生が７月３日と、台風の統計を開始した1951年以降、1998年の７月９日に次いで２番目に遅くな
りました。しかし８月中旬から下旬にかけて、台風７号、９号、10号、11号が北海道地方、東北地方、関東地方に相次い
で上陸し、大きな被害をもたらしました。ひと月の上陸数４個は1954年９月、1962年８月と並んで最多タイであり、さ
らに北海道地方に年間に２個、再上陸も含めて３個の台風が上陸したのはともに初めてとなりました。また、台風10号は、
統計開始以降、東北地方太平洋側に初めて上陸しました。

※気象庁資料を一部加工

総括
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2016年の台風動向

日本上陸・接近台風一覧

● 発生個数：25個（H28末時点）　平年値：25.6個
● 台風１号発生：７月３日　
　 ※統計開始（1951年）以降２番目の遅さ　１番目は1998年（７月９日）
● 日本への接近数：11個　平年値：11.4個
　 ※北海道（５個）は統計開始以降最多
● 日本への上陸数：６個　
　 ※統計開始以降２番目の多さ　１番目は2004年（10個）
● ひと月の上陸個数：４個（８月）
　 ※統計開始以降最多タイ　他は1954年９月、1662年８月
● 北海道への上陸個数：３個
　 ※統計開始以降最多
● 東北地方太平洋側への上陸：統計開始以降初めて

※気象庁資料を一部加工

台風番号

7

9

10

11

12

16

呼　名

チャンスー

ミンドゥル

ライオンロック

コンパス

ナムセーウン

マラカス

発生日

8 月14日

8 月19日

8 月21日

8 月20日

9 月 1 日

9月13日

消滅日

8 月18日

8 月23日

8 月31日

8 月22日

9 月 5 日

9月20日

最低気圧

980hpa

975hpa

940hpa

994hpa

955hpa

930hpa

上陸日

8 月17日

8 月22日

8 月30日

8 月21日

9 月 5 日

9月20日

上陸場所

北海道
襟裳岬付近

千葉県
館山市付近

岩手県
大船渡市付近

北海道
釧路市付近

長崎県
長崎市付近

鹿児島県
大隅半島



子吉川

最上川

赤川

雄物川

米代川

岩木川

こ がわよし

お がわもの

も がみがわ

よねしろがわ

あか がわ

いわ がわき

馬淵川

高瀬川
ま  べち がわ

たか  せ  がわ

北上川
きた かみ がわ

名取川

鳴瀬川

阿武隈川

なる せ   がわ

な とり がわ

あ がわくまぶ

御所ダム

四十四田ダム

鳴子ダム

しじゅうしだ

ごしょ

なるこ

三春ダム

釜房ダム

七ヶ宿ダム

摺上川ダム

しちかしゅく

かまふさ

みはる

すりかみがわ

湯田ダム
ゆだ

胆沢ダム
いさわ 田瀬ダム

たせ

白川ダム
しらかわ

長井ダム
ながい

寒河江ダム
さがえ

月山ダム
がっさん

玉川ダム
たまかわ

森吉山ダム
もりよしざん

浅瀬石川ダム
あせいしかわ津軽ダム

つがる

直轄管理河川では大きな出水には
至らなかった。

● 高瀬川
● 北上川（旧北上川、猿ヶ石川）
● 最上川

● 浅瀬石川ダム
● 田瀬ダム
● 鳴子ダム
● 釜房ダム
● 七ヶ宿ダム
● 摺上川ダム

● 外水による被害は確認されず

レベル４（計画高水位超過）
レベル４（氾濫危険水位超過）
レベル３（避難判断水位超過）
レベル２（氾濫注意水位超過）

凡 例
レベル５（越水）

防災操作実施ダム

東北全般 平成28年８月30日　台風10号による洪水被害

台風10号が統計開始以降、初めて東北地方太平洋側に
上陸。

台風10号による出水の状況

氾濫注意
水位超過
河川

防災操作
実施ダム

一般被害
状況

2016



※８月29日23時から30日
　20時までの21時間の累計　

※気象庁資料を一部加工

出典：気象庁

８月30日９時 ８月30日９時

21日発生

30日上陸

気象の概要

　８月21日に発生した強い台風10号は、温帯低気圧の性質を帯びつつ、関東の東海上を北上し、次第に加速しながら北北西
に進路を変えて、強い勢力を保ったまま暴風域を伴い東北地方に接近し、30日18時頃、1951年（昭和26年）の統計開始以
降、初めて東北地方太平洋側（岩手県大船渡市付近）に上陸しました。そのため、台風10号が接近し始めた８月29日から岩
手県沿岸部を中心に大雨を降らせました。

天気図と衛星画像

台風経路図 累加レーダー雨量



直轄管理ダムにおいて洪水調節容量を確保。

東北全般 平成28年８月30日　台風10号による洪水被害

ダムによる台風10号への備え。

直轄ダムにおける対応状況

　東北の管理ダム（17ダム）では台風10号の接近に備え、洪水調節容量を確保しました。
　５ダムで、貯水位を低下させる対応を、12ダムでは水位を維持（水位上昇を抑制する操作）させる対応を実施しました。
　その結果、洪水調節容量に対して、29日18時時点で、約３割増の容量を確保することができました。

月日

8/29

時刻

18：00 3.46 997,263,000

貯留準備水位
までの平均水
位差

洪水調節容量
＋空き容量
（利水）

洪水調節容量
の割合（％）

750,710,000 131.03246,553,000

空き容量
東京ドーム換算
（杯）124万㎥

199

洪水調節容量 空き容量（利水）㎥

浅瀬石川ダム

森吉山ダム

玉川ダム

四十四田ダム

御所ダム

田瀬ダム

湯田ダム

胆沢ダム

寒河江ダム

白川ダム

長井ダム

鳴子ダム

釜房ダム

七ヶ宿ダム

三春ダム

月山ダム

摺上川ダム貯水位を低下させたダム

水位を維持したダム

高瀬川

馬淵川

北上川

名取川
阿武隈川

鳴瀬川

赤川
最上川

子吉川
雄物川

米代川

岩木川

2016



ダムに
貯められない
雨量

ダムに
貯められない
雨量

　台風10号の降雨により東北管内17ダムのうち６ダムで洪水調節を実施しましたが、実績の降雨は予想を下回ったため危
機的な状況には至らなかったものの、今般の台風接近に伴い予め確保していた増分の２億５千万㎥の洪水調節容量について
その効果を試算しました。
　台風10号で甚大な被害が発生した岩手県沿岸では300ｍｍ程度の降雨が観測され、管内の17ダムで対象としている計画
降雨は平均で約290ｍｍとなっており、岩手県沿岸北部と同等の降雨があった場合には洪水調節能力の限界を超える危機的
な状況が想定されました。
　今回、台風10号の襲来に先立って17ダムが確保していた洪水調節容量の３割増し分の容量（約２億５千万㎥）はダムが
抱える流域に降る雨に換算すると約 45ｍｍ（※）に相当し、岩手県沿岸北部と同等の降雨に対応できる容量を確保していた
ことになります。 
　① ダムの計画降雨量　　　　　約290ｍｍ
　② ３割増容量分の換算降雨量　約45ｍｍ
　① ＋ ② ＝ 約335ｍｍ ＞ 岩手県沿岸北部の降雨量　約300ｍｍ
　注：今回の試算は17ダムの合計値、平均値をもとに算出しています。
　　　個々のダムで流出計算や洪水調節シミュレーションを行って算出したものではありません。
　※：３割増分の容量÷ダム流域面積で算出した雨量をすべてダムに貯め込むこととして算出。

事前に準備していない場合 事前に準備した場合（今回）

岩手県沿岸北部と同等の降雨
に対応できた模様

岩手県沿岸北部と同等の降雨の場合、ダ
ムに貯められない雨量もあった模様

台風10号で予想された雨量

岩手県沿岸北部では300mm
程度の降雨を観測

普段、ダムに
貯められる雨量
290mm

台風10号で
予想された雨量
300ｍｍ

普段、ダムに
貯められる雨量
290mm

事前に準備したダムに
貯められる雨量45mm

事前に準備
していない
場合

事前に準
備した場
合（今回）

イメージ図

洪水調節容量確保の効果。

洪水貯留準備水位※
※洪水調節のための容量を大きくとるために洪水期に超え
てはならないものとして設定されている水位

洪水調節容量の確保の例



岩手県 平成28年８月30日　台風10号による洪水被害

岩手県管理河川で甚大な被害。

降雨の状況（岩手県）

　岩手県では、８月30日の夕方から夜のはじめ頃にかけて局地的に猛烈な雨を観測し、岩手県久慈市下戸雨量観測所（気）
では、総降水量が約280ミリの大雨となりました。これにより河川の氾濫が発生し、岩泉町の高齢者利用施設等で多数の人
命が失われるなど甚大な被害が発生しました。また、沿岸を中心に、冠水、倒木、土砂災害による道路被害、強風による建
物被害等が多数発生しました。

雨雲の動き

岩泉雨量観測所（気象庁）　2016年８月29日0時～2016年８月31日12時

累加レーダー雨量

８月29日0時から8月31日12時までの総降水量　（単位：mm）

８月30日15時

累加雨量 時間雨量

８月30日16時

８月30日17時 ８月30日18時

小本川
お もとがわ

お とも ばし

グループホーム
「楽ん楽ん」

乙茂橋

総雨量248mm総雨量248mm総雨量248mm

岩手県沿岸部を中心に局所的な豪雨。

2016



被害の状況（小本川：岩手県管理河川）

小本川乙茂地区付近の状況（H28.8.31)

乙茂橋付近の状況（H28.8.31) 楽ん楽ん付近の状況（H28.8.31)

小本川小本川
おおお もともともとがわがわがわ

おおお ともともとも ばしばしばし

グループホームグループホームグループホーム
「楽ん楽ん」「楽ん楽ん」「楽ん楽ん」

乙茂橋乙茂橋

岩泉町被害状況
家屋浸水：約760戸
避難者数：約660人
死 者 数 ：18人
※岩手県災害対策本部資料より

総雨量248mm



岩手県 平成28年８月30日　台風10号による洪水被害

被害の状況（岩手県内）

被害が発生した主な河川（岩手県内）

久慈川（右岸）越水状況

久慈川沿川の浸水状況

安家川沿川の浸水状況

久慈川

安家川

越水

　台風10号は岩泉町の小本川以外にも、岩手県沿岸部を中心に甚大な被害をもたらしました。特に沿岸部中部に位置する
宮古市では、高潮による被害も発生し市街地が浸水しました。

　岩手県沿岸部の各地で外水による浸水被害が発生。
　また、宮古市では高潮による浸水被害も発生。

※上記写真は岩手県資料より引用

2016



高潮被害の状況（宮古市内）

閉伊川の状況（宮古市） 鵜住居川の状況（釜石市）

宮古市役所付近の浸水状況 宮古市役所付近の浸水状況

宮古検測所付近の浸水状況 宮古検測所付近の浸水状況

閉伊川

鵜住居川

※上記写真は岩手県資料より引用



岩手県 平成28年８月30日　県管理河川の治水対策

甚大な被害を受け、緊急的な治水対策へ。

　台風10号による甚大な洪水被害に対し、予算を集中投資して再度災害防止対策を短期間に実施するため、「河川激甚災害
対策特別緊急事業（激得事業）」、「河川等災害関連事業（関連事業）」及び「河川災害復旧等関連緊急事業（復緊事業）」「災
害復旧助成事業」等を採択し、洪水被害の早期解消を図ることとしました。
　平成28年12月９日には４河川（小本川下流、清水川、安家川、長沢川、大槌川）で、平成29年３月15日には３河川（小
本川上流、刈屋川、小鳥瀬川）の事業が採択されました。

※上表は河川激甚災害対策特別緊急事業、河川等災害関連事業、河川災害復旧等関連緊急事業、災害復旧助成事業等、H28.12.9及びH29.3.15に採
　択された事業の合計

岩手県管理河川における事業採択　概要

二級河川　安家川（安家川水系）
67億3千万円
L=2.7km
河道掘削、築堤、護岸、橋梁架替　等
二級河川　小本川、清水川（小本川水系）
229億円
小本川L=46.9㎞　清水川L=2.0km
河道掘削、築堤（輪中堤、連続堤）、護岸、流木補足工　等
二級河川　刈屋川（閉伊川水系）
5億8千万円
L=1.5km
河道掘削、築堤、天端保護　等
二級河川　長沢川（閉伊川水系）
9億8千万円
L=3.8km
河道掘削、築堤
二級河川　大槌川（大槌川水系）
9億5千万円
L=1.1km
河道掘削、築堤、護岸
一級河川　小烏瀬川（北上川水系）
20億8千万円
L=6.5km
河道掘削、築堤、護岸　等

岩手県管理河川において、再度災害防止へ向け、
治水対策を概ね５年間で実施、洪水被害の早期解消を図る。

河  川  名
総事業費
延　　長
工事概要
河  川  名
総事業費
延　　長
工事概要
河  川  名
総事業費
延　　長
工事概要
河  川  名
総事業費
延　　長
工事概要
河  川  名
総事業費
延　　長
工事概要
河  川  名
総事業費
延　　長
工事概要

①

②

③

④

⑤

⑥
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県管理河川の主な被害箇所における緊急的な治水対策（位置図）

※H29.３.15
　水管理・国土保全
　局記者発表をもと
　に作成

L=4.5km

L=2.7km

L=46.9km L=2.0km

L=1.6km

L=3.8km

L=1.1km

L=6.5km



岩手県 平成28年８月30日　TEC-FORCEの活動

全国からTEC-FORCE、リエゾンが集結

　台風10号による洪水被害をうけ、東北地方整備局は被災翌日（31日）にTEC-FORCEの派遣を決定し、関東、北陸、中部、
近畿の各地方整備局からも派遣されました。
　TEC-FORCEは過酷な現場状況の中、派遣先の自治体の要望に答え、孤立した住民へ支援物資の運搬等、本来の任務で
ある技術的な支援の他にも尽力しました。

小本川支川鼠入川の被災状況調査（H28.9.3)

５地方整備局から、岩手県内被災地へ職員を派遣。

2016



TEC-FORCEの派遣状況

TEC-FORCEの活動状況

小本川支川清水川での大量の流木（H28.9.1） 国道455号の陥落（H28.9.1）

小本川支川鼠入川でのUAVによる調査（H28.9.2） 岩手県岩泉町の被災状況調査（H28.9.7）

TEC-FORCEの派遣状況

8月31日　～　9月23日

東北、関東、北陸、中部、近畿

久慈市、宮古市、岩泉町、洋野町、
譜代村、大槌町、釜石市、大船渡市

のべ2,154人

リエゾン

8月30日　～　9月30日

東北
岩手県、久慈市、宮古市、釜石市、大船渡市、
陸前高田市、遠野市、山田町、大槌町、

洋野町、岩泉町、野田村、田野畑村、普代村、
宮城県、石巻市、気仙沼市、福島市

のべ280人

※派遣先、人数は他地整ふくむ ※リエゾンは発災前含む

派遣期間

派遣地整

派遣人数

派 遣 先



東北全般 平成28年８月30日　TEC-FORCEの活動

現地の声をききながら無事に任務完了。

UAVを用いて状況説明（H28.9.3） 住民聞き取り調査（H28.9.3）

支援物資の積込み状況（H28.9.3） 支援物資の配布（H28.9.8）

　 「Liaison」＝「つなぐ」というフランス語。自治体に災害派遣される職員（国土交通省など）をさし、災害対策現
地情報連絡員ともいいます。

　 災害時に県庁等自治体に派遣され、災害対策情報の情報収集及び支援を図ります。

リエゾンとは？

リエゾンの任務は？

コラム：リエゾンについて

孤立集落へ物資の運搬などの支援。

2016



● 岩泉町長コメント
　 ・国土交通省には迅速な対応をしていただき、大変感謝している。
　 ・各地方整備局の多大なる支援により、予想以上の早さで復旧が進んだと思われる。
　 ・もとの美しい町に出来るよう尽力する。

岩泉町長へ調査結果を報告（H28.9.16）

　 「Technical Emergency Control Force」の略称。緊急支援体制をとる際に職員をあらかじめ任命するなど、
事前に体制を整備。迅速な活動実施につなげている。
　平成20年岩手・宮城内陸地震の際に全国で初めて活用されました。

被災地方公共団体が行う災害応急対策に対する技術的な支援で、具体的には以下の３つになります。
・被災状況の迅速な把握
・被害の発生及び拡大の防止
・被災地の早期復旧

TEC-FORCE とは？

TEC-FORCE の任務は？

コラム：TEC-FORCEについて



宮城県・福島県 平成28年8月30日　台風10号による高潮

台風の影響を見込んだ旧北上川河口水位を予測し、
自治体首長へホットラインで情報提供し、危機意識を共有。

勢力の強い台風10号、各地で高潮に警戒。

　旧北上川河口部で浸水被害を生じさせた平成14年台風６号の洪水実績に対して、台風の気圧差による水位上昇分を加味
した水位予測を作成しました。
　予測水位と現況堤防との関係を説明することで、具体的な安全性のイメージを自治体首長と共有しました。

浸水防止壁
（パラペット）

旧北上川
ＴＰ+1.7m

潮 位 ＴＰ+0.26m
台風による影響※ＴＰ+0.86m＋α

※940hpaで上陸した場合の60cm潮位上昇を考慮。
さらに、台風に伴う強風（中心部最大風速40m）によるうねりの上昇がプラスされる。

地盤高 TP+1.0程度

首長へ提供した情報の例

※＋0.3ｍの根拠
・H14年7月台風6号の最接
近時の気圧が970hpa 、
H28年8月台風10号の予
測時の気圧が 940hpaな
ことから、差分の30hpa
（=30cm）を上乗せした。

気圧（hpa） 最大風速（m/s）

H14年台風6号 970 30
H28年台風10号 940 35

凡例

堤内地盤高

H14.7＋0.3m

H14.7実績

現況堤防高（TP1.7m）

高潮

2016



旧北上川河口　高潮到達日の状況

波浪の状況（左岸1.0k付近）

撮影月日：8月30日　16時頃

パラペットと水位の状況（左岸1.2k付近）

撮影月日：8月30日　16時頃

CCTV画像（左岸1.0k付近）

潮位観測情報（石巻・国土交通省）

撮影月日：8月30日　15時15分

CCTV画像（左岸1.0k付近）

撮影月日：8月30日　15時15分

旧北上川

旧北上川

日和大橋

旧北上川

150

100

50

－50

－100

0

0 12 12 12
9月1日8月31日8月30日

潮
位（
cm
）

（時）
0 0 0

実際の潮位
天文潮位
過去最高潮位

高潮注意報基準
高潮警報基準



【破堤】左岸 L=２０ｍ

坪川

七戸川

二ツ森川
直轄管理区間

mmmm

青森県 平成28年8月31日　高瀬川支川二ツ森川の堤防決壊

青森県管理河川の二ツ森川で堤防が決壊。

堤防の決壊状況

決壊箇所　位置図

８月31日13時00分

８月31日13時頃に堤防が
約20ｍにわたり決壊して
いることを確認。
　浸水家屋　・・・　０戸
　浸水面積　・・・約８ha

被害状況

堤防決壊
L=20ｍ

mmmm

総雨量199mm総雨量126mm

※上記写真は青森県資料より引用
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■ 酸ヶ湯雨量観測所（気象庁）
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0
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堤防決壊への対応

　統計開始以降、初めて東北地方の太平洋側に上陸した台風10号は、青森県を北上し、青森市の酸ケ湯観測所（気）、
むつ市の湯野川観測所（気）で観測史上最大の日降水量を記録するなど、県内の広範囲に大雨をもたらしました。
　特に上北地方においては、８月中旬からの台風７号、台風９号、そして台風10号と連続しての大雨となり高瀬川
水系の二ツ森川では左岸堤防が約20mにわたり決壊し、農地約８haが浸水するなどの被害が発生しました。

排水ポンプ車の稼働状況

復旧標準断面（遮水シート＋コンクリートブロック）

国土技術政策総合研究所、土木研究所による現地調査

■ 湯野川雨量観測所（気象庁）
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40

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 mmmmmmmmmmmm

累加雨量 時間雨量

総雨量199mm総雨量199mm総雨量199mm総雨量126mm総雨量126mm総雨量126mm

※上記資料は青森県資料より引用



東北全般 ６月～８月における渇水状況

過去５ヵ年平均雨量と比較すると、
ほぼ平年以上の降雨。
大きな渇水にはならなかった。

東北管内では、大きな渇水とはならず。

※各県庁所在地に設置している
　気象庁所管の雨量データを集計県庁所在地

の降水量
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6市平均

青森市 盛岡市 仙台市

福島市秋田市 山形市

60％

51％

95％

43％

34％
43％

当年度雨量

56.472.5

138.3 132.5

190.6

251.5

385.3

456.5

73.4

165.8 157.5 138.4

226.5

435.2 440

131

56

141.5
199.1

101

198.7

304.5

471.2

547

80.4
113.5

235.5

102

212.8
261

528.7
476.5

76.5 98

176.6 167 159.3

321.5

412.4

124.9 137.1
176.5

327.5

438.5
481.5

47
107

586.5
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6月23日10時30分

河川流況の変化

広瀬川　広瀬橋水位観測所　流況の変化

6月1日15時50分

広瀬川広瀬川 広瀬川広広広広広広広広広広広広広広瀬広瀬広瀬広瀬広瀬広広瀬広瀬広瀬川川川川川川川川川川川川川川川広瀬川
川底の露出

広広広広広広広広広瀬広瀬広瀬広瀬広広瀬広瀬広広広瀬広広瀬川川川川川川川川川川川川川川川広瀬川
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出川川底川川底川底川底川底川底川底川底川底川底川底川底川底川底川底川底川底川底川底川 のののののののの露の露の露の露の露の露のの露の露の露の露の露の露の露出出出出出出出出出出出出出出出出出川底の露出
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東北全般 ６月～８月における渇水状況

「水不足」に備えて、
関係機関が連携。

東北管内２水系２事務所で
渇水支部体制を設置。
　各河川の基準点において正常流量を下回り、２水
系２事務所で渇水支部体制を設置。河川状況の監視
強化、ダムによる補給、渇水情報連絡会において関
係機関との情報共有などに取り組みました。

渇水支部体制を設置した河川

対象実施期間

関係機関との情報交換関係機関との情報交換関係機関との情報交換
★6/10開催★6/10開催★6/10開催

★6/9開催★6/9開催★6/9開催

★6/3開催★6/3開催★6/3開催

★6/9開催★6/9開催★6/9開催 ★8/2開催★8/2開催★8/2開催

（注意）（注意）（注意）

（注意）（注意）（注意）

6/1設置　6/23解除6/1設置　6/23解除6/1設置　6/23解除

イギリス海岸

朝日橋水位観測所朝日橋水位観測所朝日橋水位観測所朝日橋水位観測所

8/10設置　8/26解除8/10設置　8/26解除8/10設置　8/26解除

●魚のへい死●魚のへい死●魚のへい死

●●
イギリス海岸出現イギリス海岸出現イギリス海岸出現

大倉ダム弾力的運用大倉ダム弾力的運用大倉ダム弾力的運用

玉川ダム連携運用玉川ダム連携運用玉川ダム連携運用

：正常流量基準地点

：直轄管理ダム

：直轄管理区間

：指定区間

2016



関係機関との情報交換
★6/10開催

★6/9開催

★6/3開催

★6/9開催 ★8/2開催

（注意）

（注意）

6/1設置　6/23解除

朝日橋水位観測所朝日橋水位観測所

8/10設置　8/26解除

●魚のへい死

●
イギリス海岸出現

大倉ダム弾力的運用

玉川ダム連携運用

連絡調整会議の様子

６月７日　子吉川水系渇水情報連絡会 ７月28日　名取川水系渇水情報連絡会（広瀨川部会）

イギリス海岸出現（Ｈ28.8.12）イギリス海岸

　「イギリス海岸」は、北上川と猿ヶ石川の合流点から南にかけての北上川西岸に位置し、イギリスのドーバー海峡
に面した白亜の海岸を連想させる泥岩層が露出することにちなみ、宮沢賢治が名付けました。国指定名勝「イーハトー
ブの風景地」の一つでもあります。
　現在は、北上川水系のダム整備による河川管理が進みましたので、北上川の水位が特に下がった時期だけ泥岩層
が露出します。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※花巻市ＨＰより引用

イギリス海岸とは？

コラム：イギリス海岸が出現！

朝日橋水位観測所（国）時刻水位（9月）

今年は 8月12日～15日にイギリス海岸の一部が出現



　仙台管区気象台より、平成26年12月12日６時21分頃に火山性微動が発生し
地震活動が高まった状況にあるため、同日15時に噴火警戒レベル２（火口周辺規
制）に引き上げられました。
　関係機関は吾妻山の活動状況を警戒していましたが、観測の結果、噴火の兆候
が認められないないことから、平成28年10月18日15時に噴火警戒レベル１（活
火山であることに留意）に引き下げました。

福島県 吾妻山　平成28年10月18日　吾妻山噴火警戒レベルを引き下げ

2016

吾妻山の噴火警戒レベルを引き下げ。

平成26年12月12日に発表された火口周辺警
報を平成28年10月18日に解除。

噴火警報発令後の対応（ソフト面）

積雪深計設置（浄土平） 浄土平避難訓練（Ｈ28.4.6）

第３回火山防災訓練（Ｈ28.10.27）

※国土交通省　福島河川国道事務所設置 ※福島市主導で実施

※福島県、福島市、福島地方気象台、福島河川国道事務所が合同で実施



吾妻山における火山活動と対応状況

平成24年度 Ｈ27. 1.15 福島県内の活火山では初となる、「吾妻山火山噴火緊急減災対策砂防計画」を策定・公表

平成26年度 H26.12.12

H26.12.22

H27. 3.  5

６時21分、吾妻山で火山性微動を観測。同日15時に噴火警戒レベル2（火口周辺規制）に引き上げ

噴火警戒レベルの引き上げに伴い、吾妻山・安達太良山・磐梯山火山防災協議会（吾妻山部会）を開催し、
関係機関による当面の対応を協議

吾妻山火山噴火緊急減災対策砂防計画における、噴火シナリオに則り、第１回吾妻山火山噴火防災訓練を実施

平成27年度 H27. 4.  9

H27.  6.  4

H27.10.  2

H28.  2.17

吾妻山火山災害対策本部会議を開催し、住民や観光客の避難誘導体制の確認

吾妻山・安達太良山・磐梯山火山防災協議会を開催し、関係機関による情報共有

夏季における火山噴火に備えた第２回吾妻山火山噴火防災訓練を実施

吾妻山・安達太良山・磐梯山火山防災協議会を開催し、関係期間による冬季間における情報共有

平成28年度 H28.  4.  6

H28.10.27

H28.10.18

浄土平における、職員や観光客を対象とした浄土平避難訓練を実施

夏季における火山噴火に備えた第３回吾妻山火山噴火防災訓練（学習型訓練方式）を実施

レベル2引き上げ時と比較し火山性地震の回数が減少したことやH27年5月以降火山性微動が確認されない
こと等、噴火の兆候が認められないことから、噴火警戒レベル１に引き下げ
同日、吾妻山火山防災協議会コアグループ会議（県）、吾妻山火山災害対策本部会議（市）を開催し、吾妻
山の火口周辺警報解除に伴う対応等を確認

　火山噴火時に発生が想定される溶岩流、火山泥流、土石流等
の土砂災害による被害を軽減するため、国及び県の砂防部局が
ハード・ソフト両面の対策を定めたものです。
　計画策定にあたっては、砂防部局が火山毎に設置する委員会
（学識者、気象庁、県、市町村など関係機関により構成）にお
いて検討しています。
　計画策定は火山活動が活発で社会的影響が大きい全国29火
山を対象とし、東北地方整備局管内では９火山（※右表）につい
て計画を順次策定していきます。

コラム：火山噴火緊急減災対策砂防計画とは

「火山噴火緊急減災対策砂防計画」策定状況

※北陸地方整備局 所管

進捗状況

策定済

秋田駒ケ岳
岩手山
吾妻山
岩木山
鳥海山
安達太良山
蔵王山
磐梯山　※
秋田焼山

平成21年度
平成22年度
平成24年度
平成26年度
平成26年度
平成26年度
平成27年度
平成27年度
平成29年度策定中

火山名 策定年



宮城県・福島県 平成28年11月22日　福島県沖を震源とする地震による津波

最大観測津波高

潮位観測情報　仙台港【気象庁】

　11月22日５時59分、最大震度５弱の地震が発生。６時２分に福島県
で、８時９分に宮城県でそれぞれ津波警報が発表されました。
　東北地方整備局では津波到達に備え、堰・水門等の操作を適宜行いま
した。

早朝に津波警報発令、太平洋側に緊張が走る。

11月22日早朝に福島県沖で地震発生。
各地で津波遡上を確認するも、
大きな被害はなし。

※気象庁資料より、一部加工

仙台港
22日08時03分
津波高+1.4m

仙台新港
の潮位変
化

実際の潮位

天文潮位

高潮注意報基準

高潮警報基準
※気象庁ＨＰより引用

11月22日
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テレビの津波情報

津波遡上の状況

整備局本部会議の様子 整備局河川室の対応

操作を行った堰・水門等

※上記写真は、宮城県警察提供

砂押川

津波遡上

地震の
概要

● 発生日時：11月22日５時59分頃
● マグニチュード：7.4
● 震源：福島県沖　深さ25km
● 22日６時２分、福島県に津波警報を発表
　 同日８時９分、警報を発表

＜津波警報＞　
・宮城県　・福島県

＜津波注意報＞
・青森県太平洋沿岸
・岩手県　・茨城県
・千葉県九十九里外房
・千葉県内房
・伊豆諸島

水　系 河　川 施　設　名

馬淵大堰

野蒜水門

貞山運河水門 

大樋樋門

倉之迫排水樋管

梨ノ木樋管

真野川水門

相野谷排水機場樋管

馬 淵 川

北 上 川

名 取 川

北 上 川

北 上 川

北 上 川

北 上 川

北 上 川

馬 淵 川

鳴 瀬 川

名 取 川

旧北上川

旧北上川

旧北上川

旧北上川

北 上 川



宮城県 平成29年２月28日　福島沖を震源とする地震

阿武隈川の巡視状況

震度分布図（速報値）

地震

福島県沖でＭ5.7  震度５弱の地震が発生。

　２月28日16時49分、M5.7最大震度５弱の地震が発生しました。震度５弱を記録した地震は東日本大震災以来となる津
波警報が発令された11月22日以来となります。　
　東北地方整備局では地震後、直ちに巡視を開始し、異常が無い事を確認しました。

２月28日に発生した地震の概要

● 震源地 ：福島県沖
● 震源深さ：約50km
● マグニチュード：5.7
● 最大震度：５弱

地震の
概要

● 宮城県　
　　 岩沼市　（１市）
● 福島県
　　 相馬市、南相馬市、楢葉町
　　 双葉町　（４市町）

最大震度
観測市町
村
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災害対策室での対応状況（整備局）

河川部内での対応状況（整備局） 対応状況（仙台河川国道）

阿武隈川の巡視状況 仙台湾南部海岸の巡視状況

東北地方整備局・仙台河川国道事務所の対応



東北全般 水防災意識社会再構築ビジョン

水防災意識社会の再構築を目指す。

ビジョンのポイント

　平成27年12月10日の社会資本整備審議会の答申をうけ、平成27年12月11
日に「水防災意識社会 再構築ビジョン」が策定されました。
　東北12水系14協議会では「取組方針」を策定し、平成32年までのハード対策、
ソフト対策の目標を定めました。協議会ではこれらを一体的に進めるとともに「施
設で防ぎきれない大洪水は必ず発生する」との認識のもとで関係機関が連携して
洪水へ備えていきます。

大規模氾濫に対する減災対策協議会の取組。

トピックス
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ハード対策のポイント

ソフト対策のポイント

洪水氾濫を未然に防ぐ対策

危機管理型ハード対策

スマホ等で取得

ライブカメラ

自分のいる場所の近傍の情報

自分のいる場所

詳細な雨量情報

河川水位

洪水予報等の情報を
プッシュ型で配信

避難行動のきっかけとなる情報をリアルタイムで提供事前行動計画、訓練

○ 避難に着目したタイム
　 ラインの策定
○ 首長も参加するロール
 　プレイング形式の訓練

リスク情報の周知
○ 立ち退き避難が必要な家屋倒壊等氾
　 濫想定区域等の公表

○ 住民のとるべき行動を分かりやすく
　 示したハザードマップへの改良

家屋倒壊等氾濫想定区域

堤防裏法尻をブロック等で補強堤防天端をアスファルト等で保護した堤防では、
ある程度の時間、アスファルト等が残っている。

アスファルト等

※ 具体的な工法につい
ては検討中

堤防のかさ上げ

堤防天端の保護（約 1,310km）

対策を実施する区間Ｌ＝約 1,800km　※各対策の延長は重複あり

浸透・浸食対策

現状 整備後（堤防の高さ・幅ともに計画上の断面を確保） ドレーン工、護岸や遮水シートの設置等、浸透や浸食に対する安全性を確保す
るための対策を実施

堤防天端をアスファルト等で保護し、堤防への雨水の浸透を
抑制するとともに、越水した場合には法肩部の崩壊の進行を
遅らせることにより、決壊までの時間を少しでも延ばす

堤防裏法尻の補強（約 630km）
裏法尻をブロック等で補強し、越水した場合には深掘れの進行を
遅らせることにより、決壊までの時間を少しでも延ばす

ドレーン工、護岸や遮水シートの設置例



トピックス 東北全般 水防災意識社会再構築ビジョン

東北地方整備局管内における取組事例。

東北地方整備局管内における取組方針策定状況

● 概ね５年間で達成すべき減災に関する目標を定め、地域の特徴を踏まえた具体的な取組内容を「地域の取組方針」として
　 策定。
● 東北管内14協議会（直轄河川対象）では、全ての協議会で取組方針が策定済。今後、県河川への拡大や取組方針のフォロー
　 アップを実施していく。

東北地方整備局

● 「守りきれない洪水は必ず発生する」と題し、近年の水害や東北地方整備局管内における水防災意識社会再構築ビジョン
　 に関わる取組を動画で紹介。
● youtubeにアップしており、誰でも閲覧が可能。( 上のQRコード参照 )

水ビジョンに関する動画を作成しました！
動画のキャプチャー

動画 QRコード

岩木川

高瀬川

馬淵川

北上川（上流）

北上川（下流）

鳴瀬川等

名取川・阿武隈川（下流）

岩木川

高瀬川

馬淵川

北上川上流

北上川下流

鳴瀬川・吉田川・江合川

名取川・阿武隈川下流

平成28年 ８ 月29日

平成28年 ８ 月22日

平成28年10月 ４ 日

平成28年 ８ 月29日

平成28年 ８ 月23日

平成28年 ７ 月 ５ 日

平成28年 ８ 月 ９ 日

水　系　名 河　川　名 取組方針策定日

阿武隈川（上流）

米代川

雄物川

子吉川

最上川（上流）

最上川（中流）

最上川（下流）・赤川

阿武隈川上流

米代川

雄物川

子吉川

最上川上流

最上川中流

最上川下流・赤川

平成28年 ９ 月26日

平成28年 ９ 月27日

平成28年 ８ 月 ９ 日

平成28年 ９ 月 ２ 日

平成28年 ９ 月12日

平成28年 ９ 月21日

平成28年 ８ 月25日

水　系　名 河　川　名 取組方針策定日

2016



最上川大規模氾濫時の減災対策協議会・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会

● 従来の出前講座では、年間10校程度の学校に対し、１回１時間程度の講義･実験を行う単発形式で、学習の定着・継続性
　 に課題。
● 先生が実施する水防災授業の教材作成を支援し、継続的な防災･河川教育を推進。
● 現在、福島市の教育委員会・小学校と連携し、平成28年度内を目標に教材作成。
 　作成した教材をもって、次年度以降に 授業実施および他市町村へ展開。

日時：8月26日（金）13:00 ～ 13:30
場所：山形河川国道事務所大会議室
内容：・台風10号の今後の見通しについて（山形地方気象台）
　　　・タイムラインに基づき実施する事前行動について（山形河川国道事務所）
　　　・ダムの状況について（最上川ダム統合管理所）

台風接近に備え、情報交換を目的とした
臨時幹事会を開催。

阿武隈川上流大規模氾濫時の減災対策協議会

教育委員会や学校の先生と連携して、
小学生等を対象とした防災・河川教育を強化します！

情報交換会開催状況

教材作成打合せ 板書計画（案）

● 台風10号の上陸の可能性が高まっ
 　たことから減災のための情報交換会
　 を初開催。
● 関係者間のコミュニケーションを密
 　にし、 一体となって洪水に備える体
　 制を確認。



最大震度７の地震により甚大な被害。
東北地方整備局ではTEC-FORCE及びリエゾンを派遣。

東北全般 平成28年4月14日　熊本地震（TEC－FORCE活動）

４月14日、４月16日、熊本県で強い地震が発生。

　４月14日21時36分、熊本県熊本地方を震源とした最大震度７、M6.5の地震が発生し、その２日後、４月16日１時25分、
最大震度７、M7.3の地震が発生しました。
　東北地方整備局では最初の地震から４日後、４月18日から合計82名の TEC-FORCE及びリエゾンを被災地である熊本
に派遣し、多岐にわたる支援を行いました。

熊本県　阿蘇市　阿蘇大橋付近の状況（Ｈ28.４）

県道57号

県道32
5号

ＪＲ豊肥線

阿蘇大橋

トピックス

2016



TEC-FORCEの派遣状況

TEC-FORCEの活動状況

TEC-FORCE作業の状況

阿蘇大橋手前より、崩壊地の状況（H28.４.28）

震度６弱以上の地震

九州地方整備局打合せ

日 時　　刻

21時26分

22時07分

00時03分

規　　模

Ｍ6.5

M5.8

M6.4

最大震度

7

6弱

6強

※気象庁報道資料より引用

4月14日

4月15日

日 TEC-FORCE

４月18日　～　５月９日

九州地方整備局、熊本河川国道事務所、
熊本市、甲佐町、南阿蘇村

76人

リエゾン

４月23日　～　５月14日

甲佐町

６人

派遣期間

派 遣 先

派遣人数

日 時　　刻

01時25分

01時45分

03時55分

09時48分

規　　模

Ｍ7.3 7

M5.9

M5.8

M5.4

最大震度

6弱

6強

6弱

4月16日

道路啓開・捜索活動

頂上部不安定土塊

地山調査（開放亀裂）

ガリ侵食調査

崩落箇所監視（伸縮計）



宮城県完成式

　仙台湾南部海岸は平成23年３月の東日本太平洋沖地震により、海岸保
全施設が壊滅的な被害を受けたことから、代行区間として復旧を実施し
てきました。H28年度完成の目処がついたことから県へ返還。今後、海
岸堤防の本格的な管理に移行することなどから、震災から５年の節目と
なる平成28年３月５日に式典を開催しました。

東北地方整備局長から宮城県知事への引渡し

地元学生によるセレモニー

川瀧東北地方整備局長川瀧東北地方整備局長川瀧東北地方整備局長 村井宮城県知事村井宮城県知事村井宮城県知事

仙台海岸　平成28年３月５日　仙台湾南部海岸完成式

平成29年度３月末で復旧工事区間
（29km）が全て完成。
宮城県知事へ返還。

東日本大震災で被害を受けた海岸堤防が復旧。

2016



　仙台湾南部海岸は東北地方整備局では平成12年から侵食対
策として事業を進めていた直轄区間と、震災により宮城県知事
から復旧の要請を受けた代行区間の計29㎞の堤防復旧を行っ
てきました。

主な事業の取組

仙台湾南部海岸　深沼工区

仙台湾南部海岸　蒲崎工区

構造上の工夫により、巨大津波による越流でも
粘り強く効果を発揮する海岸堤防

H23.7 撮影 H28.8.31撮影

H23.7 撮影 H28.8.31撮影

川瀧東北地方整備局長 村井宮城県知事

粘り強い堤防構造



津軽ダムが完成。地域と喜びを共有。

　ダムサイトにおいて竣工式を執り行い、用地提供者、弘前市、西目屋村、青森県、国など関係者約450人の方々にご出席
いただき、津軽ダムの竣工を祝いました。
　式典では、主催者挨拶に続き来賓の方々から祝辞を頂戴したあと、事業経過報告、西目屋小学校児童の皆さんからの期待
の言葉、記念放流、用地提供者代表の方による故郷献花、湖名碑除幕、くす玉開披、最後は参加者全員による万歳三唱を行
いました。

青森県 津軽ダム　平成28年10月16日　津軽ダム完成式

関係者によるくす玉開披の様子

式典に臨む出席者

西目屋村長による万歳三唱

完成式

関西目屋村長関西目屋村長関西目屋村長

28年の年月を経て、津軽ダム竣工。

2016



　国の天然記念物にも指定されている「クマゲラ」が生息する白神の豊かな自然と、地域の生活を守り潤す津軽ダ
ムの湖『津軽白神湖』を力強さ、神秘的、潤いの恵みをキーワードとしてデザインしています。

デザインコンセプトは？

コラム：津軽白神湖のロゴについて

　津軽ダムは、昭和35年に完成した目屋ダムの再開発事業として昭和63年度に実施計画調査を開始して以来、平成12年
度に一般補償に関する協定調印、26年度には本体コンクリート打設完了などを経て、今年２月から試験湛水を行い、安全
性や機能が確かめられたことから、９月に終了し、竣工を迎えました。

津・・・緋色と黒色でクマゲラをイメージ。
湖・・・津軽白神湖を紺碧色でイメージ。
文字の下の部分・・・白神山地の稜線と、そこから湧き出る水
　　　　　　　　　　を貯えるダム湖をイメージ。 

津軽ダム総貯水容量　140,900千㎥

目屋ダム総貯水容量　38,804千㎥

目屋ダム堤頂　EL 187.5ｍ

津軽ダム堤頂　EL 226.7ｍ 津軽ダム堤高　97.2ｍ

目屋ダム堤高
39.2m

58.0m

60m

試験淡水中の放流状況（非常用洪水吐）

関西目屋村長



完成式 山形県 肘折　平成28年11月13日　肘折地区土砂災害対策完了式

2016

平成24年4月に融雪期に地すべり性斜面崩壊が発生。
平成28年10月末に一連の工事が完了。

肘折地区土砂災害対策工事が完了。

　平成24年４月の融雪期に地すべり性の斜面崩壊が発生。約13万㎥の土砂が崩落し、崩落した土砂により一時河道閉塞が
形成されました。
　上流の肘折温泉街への被害の恐れが高いことから、発災直後から緊急監視対応等を行い、平成25年度より再崩落を防止
するため、護岸工、法面工等対策を実施しました。
　平成28年10月末に一連の工事が完了したことから、平成28年11月13日に完了式を実施しました。

開会挨拶 聴講の様子

新庄河川事務所長による工事報告 会場パネル展の様子



　斜面崩壊の発生から、工事完成まで写真で振り返る。

土砂災害発生から工事完了まで ①４月１０日

②４月２４日③５月１日

④④５５月月１１３３日日20:4020:40
発発生生

⑤５月１４日

④④④④④④④④④５５５５５５５５５５５５５５

５５

月月月月月月月月月月月

月月

１１１１３３

６６

３３３３３３３３３３３

・・

３３３３３３日日

１１

日日日日日日日日日日日日日日日日22

２２

発発発発発発発発発発発発発生生生生生
0040400:40:42020
発発発発発発発発発発発発発発発発生生生生生

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５月月月月月６６６６・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２日日

斜面崩壊の状況（Ｈ24.5.14）

仮排水路掘削（Ｈ24）

護岸完成（Ｈ26.11.30）

工事完成（Ｈ28.10.30）

渡河施設設置（Ｈ24.6.22）

肘折希望大橋完成（Ｈ25.11.30）

法枠吹付（Ｈ27）

銅山川

渡河施設

掘削前



完成式 宮城県 栗駒山　平成28年11月26日　栗駒山系直轄砂防事業完成式

及川県土整備部長（岩手県）及川県土整備部長（岩手県）及川県土整備部長（岩手県）川瀧東北地方整備局長川瀧東北地方整備局長川瀧東北地方整備局長

山田副知事（宮城県）山田副知事（宮城県）山田副知事（宮城県） 畠山河川部長畠山河川部長畠山河川部長

平成20年６月に岩手・宮城内陸地震が発生。
平成28年11月に工事が完了。宮城県へ引継ぎ。

栗駒山山系直轄砂防事業が完成。

　平成20年 6 月に発生した岩手・宮城内陸地震により、大規模な斜面崩壊に起因した河道閉塞（天然ダム）が15箇所で形成。
下流市街地等への被害の恐れが高いことから、平成20年度より直轄砂防事業に着手し、河道付替、除石砂防、堰堤等の対
策を実施。この度、全ての工事が完了したことから、平成28年11月26日に完成式を実施。式典の中で、両県への引き継
ぎ式を行いました。

記念碑除幕の様子工事経過報告

東北地方整備局から宮城県・岩手県への引継ぎ式

2016



及川県土整備部長（岩手県）川瀧東北地方整備局長

山田副知事（宮城県） 畠山河川部長

岩手・宮城内陸地震における直轄砂防の対応

平成20年６月14日　「岩手・宮城内陸地震」（M7.2   最大震度６強）が発生

湯浜地区（河道閉塞（天然ダム）発生時） 完成した湯浜砂防堰堤

● 地震に伴い、土砂災害が48件、河道閉塞が15箇所発生（岩手県側５箇所、宮城県側10箇所）。土砂災害
　 による死者・行方不明者は18名にのぼった。
　ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ活動開始【制度創設後　全国初】

平成20年６月16日　岩手・宮城県知事より国土交通大臣に土砂災害対策要請
● 天然ダムの排水、河道閉塞土砂の撤去等、緊急対策を要請。

平成20年６月16日　直轄砂防災害関連緊急事業　着手
● 下流域における土砂災害の危険性が高まったことから、岩手県一関市、市野々原、産女地区、
　 宮城県栗原市麻布、小川原地区の緊急対策を実施。

平成21年９月17日　直轄特定緊急砂防事業　着手　【事業創設後　全国初】
● 砂防堰堤の新設等により、土砂災害に対する安全性を震災前の状態に戻すことを目的として、すべての箇
　 所（８箇所）の恒久対策を実施。

平成28年11月　 直轄特定緊急砂防事業　完了
【岩手県側】３箇所
● 横森砂防堰堤　　　 　（H25年２月完成）
● 市野々原２号砂防堰堤（H25年３月完成） 
● 槻木平砂防堰堤　　 　（Ｈ26年12月完成） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【宮城県側】５箇所
● 御沢砂防堰堤　　（H26年３月完成）
● 裏沢砂防堰堤　　（H27年８月完成）
● 湯浜砂防堰堤　　（H27年12月完成） 
● 湯ノ倉砂防堰堤　（H28年11月完成）



石巻市の復興計画と整合を図り、海岸堤防と一連になって効果を
発揮するよう整備を進めてきた河川堤防等が概成。

東日本大震災で被災した北上川河口部堤防が概成。

　北上川河口部の河川堤防等の完成式を、平成29年２月25日（土）に開催しました。
　完成式では事業経過報告の他、記念碑除幕や月浜第一水門の水門始動の様子を現地から会場へ中継するなどのセレモニー
を行いました。
　一部未完成の区間は平成29年度に完成予定となっています。

参加者によるくす玉開披の様子

北上川北上川

死者：3,548人、行方不明：427人
建物被害56,701棟
※宮城県災害対策本部資料より平成29年3月7日時点の石巻市合計

死者：3,548人、行方不明：427人
建物被害56,701棟
※宮城県災害対策本部資料より平成29年3月7日時点の石巻市合計

完成式 宮城県 北上川　平成29年２月25日　北上川河口部復旧・復興事業完成式

丹野石巻市議会議長 後藤土木部次長（宮城県） 中島宮城県議会議長 泊治水課長

川瀧東北地方整備局長川瀧東北地方整備局長川瀧東北地方整備局長
末松国土交通副大臣末松国土交通副大臣末松国土交通副大臣

亀山石巻市長亀山石巻市長亀山石巻市長 和田参議院議員和田参議院議員和田参議院議員

高橋衆議院議員高橋衆議院議員高橋衆議院議員

安住衆議院議員安住衆議院議員安住衆議院議員

2016



完成式の様子

会場内パネル展実施状況会場全景

復旧前後の比較

河口部河川堤防視察北上川記念碑・事業説明看板

震災後（2011年４月17日撮影）

石巻市
石巻市

石巻市

石巻市

復旧完了（2017年２月８日撮影）

北上川北上川北上川北上川

死者：3,548人、行方不明：427人死者：3,548人、行方不明：427人
建物被害56,701棟建物被害56,701棟
※宮城県災害対策本部資料より平成29年3月7日時点の石巻市合計※宮城県災害対策本部資料より平成29年3月7日時点の石巻市合計

死者：3,548人、行方不明：427人
建物被害56,701棟
※宮城県災害対策本部資料より平成29年3月7日時点の石巻市合計

死者：3,548人、行方不明：427人
建物被害56,701棟
※宮城県災害対策本部資料より平成29年3月7日時点の石巻市合計

川瀧東北地方整備局長
末松国土交通副大臣

亀山石巻市長 和田参議院議員

高橋衆議院議員

安住衆議院議員



東松島市の復興計画と整合を図り、海岸堤防と一連になって効果を
発揮するよう整備を進めてきた河川堤防等が完成。

東日本大震災で被災した鳴瀬川河口部堤防が完成。

　鳴瀬川河口部の河川堤防等の完成式を、平成29年２月25日（土）に開催しました。
　完成式では事業経過報告の他、記念碑除幕や野蒜水門の記念レンガの設置やオオシマザクラの記念植樹などのセレモニー
を行いました。
　平成28年度内に復旧・復興事業は完成しました。

死者：1,110人、行方不明：24人
建物被害14,580棟
※宮城県災害対策本部資料より平成29年3月7日時点の東松島市合計

鳴瀬川

鳴瀬川

吉田川

吉田川

末松国土交通副大臣 川瀧東北地方整備局長

参加者によるくす玉開披の様子

完成式 宮城県 鳴瀬川　平成29年２月25日　鳴瀬川河口部復旧・復興事業完成式

2016



完成式の様子

会場内 UAV動画上映会場全景

復旧前後の比較

野蒜水門記念レンガ設置鳴瀬川記念碑・事業説明看板

震災後（2011年３月23日撮影）

東松島市

東松島市

東松島市

東松島市

復旧完了（2017年１月13日撮影）

死者：1,110人、行方不明：24人
建物被害14,580棟
※宮城県災害対策本部資料より平成29年3月7日時点の東松島市合計

死者：1,110人、行方不明：24人
建物被害14,580棟
※宮城県災害対策本部資料より平成29年3月7日時点の東松島市合計

死者：1,110人、行方不明：24人
建物被害14,580棟
※宮城県災害対策本部資料より平成29年3月7日時点の東松島市合計

鳴瀬川鳴瀬川鳴瀬川

鳴瀬川鳴瀬川鳴瀬川

吉田川吉田川吉田川

吉田川吉田川吉田川

末松国土交通副大臣末松国土交通副大臣末松国土交通副大臣 川瀧東北地方整備局長川瀧東北地方整備局長川瀧東北地方整備局長



岩沼市、亘理町の復興計画と整合を図り、海岸堤防と一連になって
効果を発揮するよう整備を進めてきた河川堤防等が概成。

東日本大震災で被災した阿武隈川河口部堤防が概成。

　阿武隈川河口部の河川堤防等の完成式を、平成29年３月４日（土）に開催しました。
　完成式は地域の方々の太鼓の音で始まり、事業経過報告の他、東日本大震災時に避難した住民の方々の命を救った岩沼市
寺島地区の堤防へ移動し記念碑の除幕等のセレモニーを行いました。
　一部未完成の区間は平成29年度に完成予定となっています。

死者：469人、行方不明：5人
建物被害11,403棟
※宮城県災害対策本部資料より平成29年3月7日時点の岩沼市と亘理町の合計

阿武隈川 阿武隈川

西村
衆議院議員

菊地
岩沼市長

石井
国土交通大臣

山田水管理
国土保全局長

川瀧東北地方
整備局長

参加者によるくす玉開披の様子

完成式 宮城県 阿武隈川　平成29年３月４日　阿武隈川河口部復旧・復興事業完成式

2016



完成式の様子

事業概要報告会場全景

復旧前後の比較

河口部河川堤防視察寺島堤防記念碑

震災後（2011年３月撮影）

亘理町

亘理町

岩沼市 岩沼市

復旧完了（2017年１月撮影）

死者：469人、行方不明：5人
建物被害11,403棟
※宮城県災害対策本部資料より平成29年3月7日時点の岩沼市と亘理町の合計

死者：469人、行方不明：5人
建物被害11,403棟
※宮城県災害対策本部資料より平成29年3月7日時点の岩沼市と亘理町の合計

死者：469人、行方不明：5人
建物被害11,403棟
※宮城県災害対策本部資料より平成29年3月7日時点の岩沼市と亘理町の合計

阿武隈川阿武隈川阿武隈川 阿武隈川阿武隈川阿武隈川

西村
衆議院議員
西村

衆議院議員
西村

衆議院議員

菊地
岩沼市長
菊地
岩沼市長
菊地
岩沼市長

石井
国土交通大臣
石井

国土交通大臣
石井

国土交通大臣

山田水管理
国土保全局長
山田水管理
国土保全局長
山田水管理
国土保全局長

川瀧東北地方
整備局長

川瀧東北地方
整備局長
川瀧東北地方
整備局長
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